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○ お客さまの避難等に役立てていただくため、河川管理者等と連携し、大雨が降った場合
に浸水が予想される区域を表示した「浸水予想区域図」を作成・公表しています。

○ 浸水予想区域図は、関係区市の洪水ハザードマップの作成等に活用されています。

○ リーフレットの配布 ○ 浸水強化月間（毎年６月）の取組

浸水の危険性を知る

雨水が流れ込みやすい
地下室等の危険性を体験

身近なゴミ袋を利用した
「簡易水のう」の紹介

長めの板を利用した
「簡易止水版」の紹介

http://www.gesui.metro.tokyo.jp/topics/shinsui_zero/index.html

くわしくはこちら

○ 下水道局ホームページではこうした「浸水への備え」を情報発信しています。

http://www.gesui.metro.tokyo.jp/living/life/inundation/index.html

くわしくはこちら

右の図は神田川流域の浸水予想区域図
です。
紙面の都合で小さくなっております
が、浸水範囲と浸水深さを色別に示し
ております。
詳細は下記リンクよりご覧ください。

浸水からお客さまの生命や財産を守るために、大規模な幹線や貯留施設等の整備によるハード
対策に加え、お客さまの浸水への備えを支援するソフト対策を進めています。

浸水対策強化月間など様々な機会を通じた情報発信

浸水予想区域図の作成・公表

降雨情報システム「東京アメッシュ」の配信

○ 精度の高い降雨情報をホームページにリアルタイムで配信しています。

○ 日本語のほかに、英語、中国語、韓国語で表示できます。

左記のマークを読み取ると
URLが取得できます。

二次元コード アイコン

スマートフォン端末で
『メニュー』→『ホーム
画面に追加』の操作を
行うと、アイコンが登録
されます。

浸水に備えるソフト対策の取組 雨の強さと降り方

（出典）気象庁リーフレット「雨と風」より

1時間
雨量
（ミリ）

雨の強さ
（予報用語）

人の受ける
イメージ

人への影響 屋外の様子

10～20 やや強い雨
ザーザーと
降る。

地面からの跳ね返り
で足元がぬれる。

地面一面に
水たまりができる。

20～30 強い雨 どしゃ降り。

傘をさしていても
ぬれる。

30～50 激しい雨
バケツを

ひっくり返した
ように降る。

道路が川のようにな
る。

50～80 非常に激しい
雨

滝のように
降る。
(ゴーゴーと
降り続く)

傘は全く役に
立たなくなる。

水しぶきで
あたり一面が
白っぽくなり、
視界が悪くなる。

80～ 猛烈な雨

息苦しくなる

ような圧迫感
がある。恐怖
を感ずる。

http://www.gesui.metro.tokyo.jp/topics/shinsui_zero/index.html
http://www.gesui.metro.tokyo.jp/living/life/inundation/index.html
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